
2019 年スタート！  本年もどうぞよろしくお願いいたします！！ 

H30 年 3 月から開催されている「肥前さが幕末維新博覧会」も閉幕まで残りわずかとなりました。明

治維新 150 年を機に、世界の中の日本を切り開いていった佐賀の偉人に初めて触れたかたもたくさんい

らっしゃったのではないでしょうか。当館でも今後ますます力を入れ、皆様に大隈侯の功績を広く知って

いただけるように努力していきたいと思います。まだ訪れたことのない方も是非足をお運びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２５号  平成 31年１月 7 日発行 

大隈重信記念館 佐賀市水ヶ江 2-11-11 

TEL・FAX:0952－23－2891 

http://www.okuma-museum.jp 

大隈重信記念館だより 

先日まで開催していた特別企画展「手紙 弐の巻 －人生の転機に届いた偉人たちの想い－」はおかげ様で

大盛況のうちに終了することができました。ご来館者の皆様、ありがとうございました。 

また、例年開催しているひなまつり期間の企画展も鋭意準備中です。明治６年、オーストリア･ウィーンで

開催される博覧会に、日本として初めて参加する際、大隈重信は澳国博覧会事務管理(御用掛)として加わりま

した。後に大隈が万博事務局総裁、そして佐野常民が副総裁を務め、指揮を執ってゆきます。博覧会の成功を

収めた影には多くの佐賀藩出身者の活躍と、その成功を日本から見守る大隈の姿がありました。 

本展では、ウィーン万国博覧会のテーマであった「文化と教育」をキーワードに博覧会とその後の日本への

影響、そして大隈らが博覧会前後に貢献した文化と教育についてご紹介いたします。 

 

■場 所：大隈重信記念館 ２階企画展示室 

 

■時 間：9:00～17:00（入館は 16:30 まで） 

 

■入館料：大人:300 円  小・中学生:150 円 

 大隈重信侯の命日である 1月 10 日に

毎年開催されている法要も、平成 31 年

で 98 回忌となります。大隈家の菩提寺

である龍泰寺（佐賀市赤松町）で営ま

れる法要には、早稲田大学校友会佐賀

県支部の方々をはじめ、関係者の方々

にご参列いただき、気持ち新たに新年

を迎えるとともに、大隈侯の遺徳を偲

んで参拝していただいています。 

▲色絵鹿紅葉花籠文耳付花瓶 

(株)香蘭社蔵 
▲澳国博覧会参同紀要 当館蔵 

http://www.okuma-museum.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook で大隈重信記念館の日々の情報を更新中です☆ 

旧ページを改め、新ページを作成しました 。是非チェッ クしてみて ください！！

https://www.facebook.com/sagacity.okuma.memorial.museum/ 

郷土佐賀が生んだ世界的政治家であり教育家

でもある大隈重信侯について楽しく学び、一人で

も多くの人たちにその偉業を伝え広めていくた

めに結成されました。賛同される方は誰でも参加

できます。 

毎週第３水曜日に大隈重信記念館会議室にて

勉強会を開催しています。また、研修旅行に出か

けたり、生家公開時の案内ボランティアや紙芝居

披露もしています。 

まきの会の活動に興味のある方は、お気軽に記

念館事務所までお問い合わせください。 

 

大隈重信記念館事務所 ℡0952-23-2891 

 肥前佐賀幕末維新博覧会テーマ館となっている旧古賀家で、１２月

初旬の夜、大隈重信をテーマにした「リアル弘道館ゼミナール」が開

かれました。早稲田大学大学院の島善髙教授、佐賀の八賢人おもてな

し隊の青柳達也さんと一緒に、当館の館長と学芸員もパネラーとして

参加しました。 

老若男女入り混じった多数の参加者と意見を出し合いながら、「民

衆政治家」として国民に絶大な人気を博していた大隈重信の実像に迫

りました。 

大隈が信条としていた、「困った人を助け、相手に利益をもたらす

ことが、真の利益である」とした『真利』にもついても学びました。 

約４０名の参加者のアンケート結果を見ても、９割以上の方が満足

と回答をされ、大いに満足していただけたようです。参加者の皆様ど

うもありがとうございました。 

  

▲佐賀七賢人めぐりバスツアー 

▲総務大臣より表彰されました 

▲定例会の様子 


